
平成 22 年 12 月 28 日 ふ れ あ い 通 信 （１）

発行人 会 長 亀 澤 弘

「向
こ
う
三
軒
両
隣
」

仲
良
く
し
て
ま
す
か

次
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

は
、
フ
ロ
ー
ラ
桂
台
自
治
会
長
細

田
氏
、
湘
南
ハ
イ
ツ
自
治
会
長
内

藤
氏
、
公
田
ハ
イ
ツ
自
治
会
河
野

氏
・
上
霜
氏
、
桂
台
自
治
会
佐
野

氏
に
よ
る
取
り
組
み
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

取
り
組
み
体
制
・
避
難
方
法
・

名
簿
の
作
成
・
支
援
者
の
確
保
・
避

難
訓
練
の
実
施
な
ど
、
苦
労
話
し

を
う
か
が
い
ま
し
た
。

世
の
中
「
個
人
情
報
」
の
扱
い
方

が
大
き
く
論
議
さ
れ
て
い
ま
す
が

と
て
も
難
し
い
こ
と
で
す
。

町
内
会
・
自
治
会
に
加
入
し
て

い
な
い
人
の
扱
い
方
、
要
援
護
者
を

手
上
げ
方
式
で
把
握
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
も
、
手
を
あ
げ
て
い
な
い
が

支
援
が
必
要
な
人
も
い
る
は
ず
。

い
ざ
と
な
っ
た
ら
「
命
」
と
「
個
人
情

報
」
と
ど
ち
ら
が
大
切
で
し
ょ
う

か
。ご

近
所
の
助
け
合
い
が
最
も
必

要
で
す
ね
、
仲
良
く
お
付
き
合
い

を
し
た
い
も
の
で
す
。

３５

む
し
ろ
当
て
に
で
き
な
い
と
思
っ
た

方
が
早
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

そ
の
為
に
も
地
域
に
よ
る
助
け
合

い
が
必
要
で
す
。

そ
れ
は
一
番
身
近
な
自
治
会
・

町
内
会
を
主
体
に
取
り
組
み
を

考
え
ま
し
た

栄
区
で
は
平
成
２１
年
度
か
ら

３
カ
年
計
画
で
全
自
治
会
・
町
内

会
へ
の
説
明
を
実
施
し
、
各
自
治

会
に
お
け
る
取
り
組
み
や
連
合

単
位
で
の
情
報
交
換
場
が
作
ら
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。

取
り
組
み
事
例
の
紹
介
の
中
に

「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」
方
式
が
あ

り
ま
し
た
。

恒
例
に
な
り
ま
し
た
当
地
区
社

協
の
福
祉
講
座
が
１２
月
４
日
（
土
）

に
本
郷
地
区
セ
ン
タ
ー
に
て

「
災
害
時
ひ
と
り
も
見
逃
さ
な
い

ま
ち
に
！
」
と
題
し
て
、
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害

に
、
１００
名
近
い
出
席
者
の
目
は
真
剣

そ
の
も
の
で
し
た
。

栄
区
福
祉
保
健
課
事
業
企
画
担

当
係
長
の
榎
本
氏
よ
り
、
き
め
細
か

な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

大
災
害
発
生
と
な
っ
て
も
、
地
域

に
対
し
て
消
防
や
警
察
が
す
ぐ
に
駆

け
つ
け
て
く
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

災害時ひとりも
見逃さないまちに!

本郷中央地区協働福祉講座

～災害時要援護者避難支援対策の進め方～

「
き
ち
っ
と
し
た
組
織
づ
く
り

あ
り
き
で
は
な
く
、
班
ご
と
に
災

害
時
の
対
応
に
つ
い
て
日
頃
か

ら
話
し
あ
い
、
支
え
あ
い
の
延
長

で
考
え
て
い
け
ば
良
い
の
で
は

な
い
か
な
」
と
い
う
フ
ロ
ー
ラ
桂

台
自
治
会
長
細
田
氏
の
言
葉
が
印

象
に
残
っ
て
い
ま
す
。



柳
本

佳
子

山
崎

正
幸

湯
澤

義
郎

横
瀬

孝
子

横
山

由
江

吉
野

三
重
子

萬
矢

和
恵

匿
名
希
望
の
方

２
名

★

法
人
及
び
団
体
賛
助
会
員

（
敬
称
略
）

赤
い
テ
ン
ト
の
店

本
郷
パ
ン

キ
ッ
チ
ン
・
テ
ラ

笹
寿
司

三
水
会

社
会
福
祉
法
人

伸
こ
う
福
祉
会

ミ
チ
ル
美
容
室

横
浜
桂
台
郵
便
局

横
浜
農
業
協
同
組
合

ラ
イ
オ
ン
ス
ト
ア

(

有)

ユ
タ
カ
電
器
商
会

平
成
22
年
11
月
末

現
在
、
137

余
名
の
方
々
か
ら
総
額
約
35
万

円
の
ご
厚
志
を
頂
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（２） ふ れ あ い 通 信 平成 22 年 12 月 28 日

特
志
賛
助
会
員

随
時
募
集
中

福
祉
の
充
実
を
図
る
た
め
、

是
非
と
も
皆
様
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
必
要
と
し
て
お
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
社
会
福
祉
協
議
会

の
趣
旨
を
ご
理
解
頂
き
、
一
人

で
も
多
く
の
皆
様
に
特
志
賛
助

会
員
に
ご
加
入
頂
き
た
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

平
成
22
年
度
の
会
員
と
し
て

多
く
の
方
か
ら
申
し
込
み
を
頂

い
て
お
り
ま
す
が
、
引
き
続
き

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
賛
助
会
員
（
年
会
費
）

一
口

一
、
０
０
０
円

（
一
口
以
上
お
願
い

い
た
し
ま
す
）

ご
連
絡
い
た
だ
い
た
方
に

は
、
本
協
議
会
役
員
お
よ
び
民

生
委
員
・
児
童
委
員
な
ど
の
関

係
者
が
集
金
に
お
伺
い
い
た
し

ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

本
郷
中
央
地
区
社
会
福
祉
協

議
会

事
務
局

木
村
知
恵
子

☎
（
８
９
２
）
０
１
９
７

☆

特
志
賛
助

会
員
の
み
な
さ
ま

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

★

個
人
賛
助
会
員

（
敬
称
略
）

青
木

功

青
木

裕
子

青
山

翔
一

足
立

弘
治

新

敏
夫

阿
部

一
夫

天
野

博

井
澤

良
雄

石
黒

喜
代
子

石
塚

淳

石
原

和
子

石
本

幸
子

泉

千
恵
子

伊
藤

愛
子

伊
藤

善
雄

岩
崎

勝
美

岩
崎

久
美

岩
崎

恵
助

上
霜

敏
宏

臼
井

文
雄

大
石

菊
野

大
瀬
良

昇

大
塚

宏

大
野

省
治

小
川

久
也

長
田

智
子

小
澤

康
男

鹿
倉

ち
か

金
光

和
子

金
子

盛
十
郎

金
子

輝
子

金
子

勝

金
子

翠

上
岡

孝

神
野

み
ち
子

亀
澤

弘

川
又

倫
子

城
戸

謙
治

木
村

信
幸
・
知
恵
子

草
彅

和
意

久
保
田

正
江

粂
川

賢
二

黒
澤

徳
一
・
宏
子

小
林

玲
子

今
部

宏

斎
藤

恵
美
子

笹
木

順
子

佐
々
木

信
子

定
本

典
子

佐
藤

美
智
子

佐
野

勝
彦
・
照
子

霜
山

禮
子

白
石

京
子

白
水

嘉
子

鈴
木

一
美

鈴
木

昭
治

関

二
郎

曽
根

芳
男

高
田

良
活

高
野

桂
子

高
橋

勝
美

高
橋

ま
つ

高
松

知
光

滝
口

稔

田
窪

敏
子

武
井

妙
子

武
田

敦
子

武
田

元
子

武
田

吉
博

竹
村

真
知
子

竹
谷

康
生

田
中

襄

田
中

宣
子

田
中

豊

田
中

芳
雄

田
野

環

玉
川

賀
洋
子

玉
川

攻

角
田

晃
孝

天
明

清
美

中
田

幸
子

中
田

慶
明

長
瀧

眞
知
子

長
沼

勲

長
沼

辰
子

長
沼

優
子

内
藤

公
敏

中
野

泰
枝

西
岡

敬
吾

西
村

榮

野
村

政
晴

野
村

洋
吉

橋
本

哲
芳

長
谷
川

和
子

長
谷

芳
江

原

恒
雄

伴

光
子

日
高

信
子

播
本

房
子

福
與

孝
臣

藤
崎

軍
四
郎

渕
野

琉
美
子

星

明
男

保
住

陸
男

細
田

利
明

前
田

万
里
子

松
尾

真
紀
子

松
室

好
晃

松
山

巌

三
村

薫

宮
原

恒
俊
・
良
子

村
田

正
代

村
山

譲

八
ッ
橋

マ
リ
子



せ
る
素
晴
ら
し
い
地
域
で
す
が
、
反
面
高
齢
化

や
核
家
族
の
増
加
等
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
も
あ
り

ま
す
。

私
に
で
き
る
こ
と
は
小
さ
な
こ
と
で
す
が
、

そ
の
小
さ
な
積
み
重
ね
が
大
事
だ
と
の
思
い
で

日
々
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

②
主
任
児
童
委
員
と
し
て
の
活
動
も
４
年
目
に

入
り
ま
し
た
が
、
何
か
あ
っ
た
と
き
に
学
校
や

家
庭
、
地
域
の
民
生
委
員
の
皆
さ
ま
、
社
協
の

方
々
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
迅
速
な
対
応
が

で
き
る
よ
う
に
と
心
掛
け
て
い
ま
す
。

③
こ
れ
か
ら
も
子
供
達
が
健
や
か
に
暮
ら
せ
る

よ
う
に
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
こ
ど
も
達
か
ら
も
元
気
を
い
た
だ
き
私

自
身
も
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平成 22 年 12 月 28 日 ふ れ あ い 通 信 （3）

私
た
ち
の
地
域
福
祉
を
支
え
る
人
々

・
・
・
・
・
こ

の

方

に

聴

く

①

あ
な
た
は
こ
の
地
域
を
ど
う
感
じ
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

②

こ
の
地
域
の
住
民
福
祉
に
と
っ
て
一
番
大
切
な
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

③

当
会
の
あ
り
方
や
、
あ
な
た
の
役
割
に
つ
い
て
、
ひ
と
こ
と
。

白
水

嘉
子
氏
（
主
任
児
童
委
員
）

①
こ
の
地
域
は

自
治
会
活
動
や

地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が

盛
ん
で
、
住
民
が

安
心
し
て
暮
ら

村
山

譲
氏
（
地
区
体
育
指
導
員
協
議
会
長
）

石
黒

喜
代
子
氏
（
当
地
区
民
児
協
副
会
長
）

①
都
会
化
さ
れ

つ
つ
も
、
ま
だ
ま

だ
緑
多
き
、
豊
か

な
自
然
と
の
ふ

れ
あ
い
を
楽
し

め
る
、
そ
ん
な

栄
区
が
私
は
大
好
き
で
す
。

②
高
齢
者
訪
問
、
子
育
て
支
援
、
そ
し
て
赤

ち
ゃ
ん
訪
問
等
々
と
各
分
野
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
大
き
な
支
え
と
な
り
、
地
域

住
民
の
一
人
ひ
と
り
に
思
い
や
り
、
感
謝
の

心
が
芽
生
え
る
こ
と
に
よ
り
「
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
」
へ
と
繋
げ
て
ゆ

く
、
そ
ん
な
活
動
こ
そ
が
住
民
福
祉
に
と
っ

て
一
番
大
切
な
事
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

③
協
働
福
祉
講
座
な
ど
を
通
し
て
積
極
的
に

福
祉
活
動
に
向
け
て
の
理
解
・
啓
発
・
イ
ベ
ン

ト
へ
の
参
加
を
地
域
住
民
に
呼
び
か
け
る
こ

と
に
よ
り
「
お
互
い
が
顔
の
見
え
る
関
係
」

に
な
る
事
で
し
ょ
う
。

又
、
民
生
委
員
と
し
て
は
、
常
に
住
民
の

立
場
に
立
ち
な
が
ら
、
誠
意
を
も
っ
て
地
域

福
祉
の
増
進
に
務
め
る
傍
ら
住
民
と
の
パ
イ

プ
役
に
徹
せ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

た
。
当
初
地
図
を
た
よ
り
に
歩
い
た
町
で
し

た
が
、
自
然
豊
か
な
こ
の
町
で
、
新
緑
や
紅

葉
を
眺
め
な
が
ら
の
活
動
は
心
な
ご
む

日
々
で
す
。

こ
の
本
郷
中
央
地
区
は
諸
先
輩
の
活
発

な
活
動
が
あ
っ
て
、
地
域
の
方
と
の
ふ
れ
あ

い
が
多
く
、
こ
れ
を
引
き
継
ぎ
、
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

②
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
催
さ
れ
て
い
る
サ

ロ
ン
や
シ
ル
バ
ー
の
集
い
等
を
通
し
て
、
人

と
人
と
の
交
流
を
持
ち
、
地
域
で
の
つ
な
が

り
を
つ
く
る
事
が
、
大
切
に
思
い
ま
す

③
災
害
時
の
要
援
護
者
避
難
支
援
の
取
り

組
み
が
、
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
各
自
が

防
災
意
識
を
持
つ
と
と
も
に
、
お
隣
り
、
ご

近
所
を
お
互
い
に
支
え
あ
う
事
が
、
で
き
る

よ
う
な
地
域
づ
く
り
も
必
要
だ
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

吉
野

三
重
子
氏(

当
地
区
社
協
会
計)

①
こ
の
地
に
住

ん
で
ま
だ
日
が

浅
い
な
か
、
民
生

委
員
の
お
役
を

い
た
だ
き
、
七
年

目
に
入
り
ま
し

①
私
た
ち
の
住

む
ま
ち
本
郷
中

央
地
区
は
、
鎌
倉

に
隣
接
し
て
い

る
事
も
あ
り
、
古

来
よ
り
鎌
倉
と

は
ゆ
か
り
の
深
い
地
域
で
、
緑
深
い
環
境
の

良
い
住
み
易
い
地
域
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
ミ
ニ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

な
ど
区
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
ス
ポ
ー
ツ

も
活
発
な
地
域
と
感
じ
て
い
ま
す
。

住
み
易
い
地
域
で
あ
る
一
方
、
栄
区
の
高

齢
化
率
は
横
浜
市
の
平
均
よ
り
も
高
く
、
そ

の
中
で
も
本
郷
中
央
地
区
は
栄
区
７
地
区
の

中
で
も
高
い
比
率
で
あ
り
、
福
祉
の
充
実
が

重
要
と
感
じ
て
い
ま
す
。

②
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
て
、生
活
の

中
で
生
き
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
仕
組
み
作
り
。

子
供
を
安
心
し
て
育
て
ら
れ
、
青
少
年
が
の

び
の
び
育
て
ら
れ
る
場
の
整
備
、
環
境
作
り
。

③
社
協
と
し
て
、
第
２
期
栄
区
地
域
福
祉
保

健
計
画
を
推
進
し
て
い
た
だ
き
、
私
達
体
育

指
導
委
員
は
、
そ
の
計
画
の
実
行
支
援
を
中

心
に
、
ス
ポ
ー
ツ
で
健
康
溢
れ
る
明
る
い
ま

ち
作
り
に
貢
献
す
る
役
目
か
と
思
い
ま
す
。



（４） ふ れ あ い 通 信 平成 22 年 12 月 28 日

編
集
委
員

青
木

功

木
村

知
恵
子

前
田

万
里
子

柳
本

佳
子

星

明
男

★

原

稿

募

集

★

当
地
区
社
協
広
報
部
で
は
、
地

域
の
皆
さ
ん
か
ら
の
福
祉
の
向
上

に
関
す
る
も
の
や
福
祉
に
関
係
す

る
団
体
の
活
動
に
つ
い
て
な
ど

諸
々
の
話
題
・
意
見
な
ど
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

本
紙
は
３
月
、
６
月
、
９
月
、
12

月
頃
に
そ
れ
ぞ
れ
発
行
予
定
で
す

の
で
、
い
ず
れ
の
場
合
も
発
行
予

定
の
前
月
末
ま
で
に
、
２
頁
最
下

段
に
記
載
の
事
務
局
ま
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

（
広
報
部
）

◆

編

集

後

記
◆

本
号
は
、
当
地
区
が
ど
の
よ
う
な

福
祉
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
そ
の

課
題
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
も
う

と
し
て
い
る
か
を
特
集
し
、
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
は
ど
う

し
て
も
地
域
の
皆
様
の
ご
支
援
・
ご

協
力
が
必
要
で
す
。
建
設
的
な
ご
意

見
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
編
集
委
員
一
同
）

表

彰

永
年
に
わ
た
り
地
域
の
福
祉
に
貢
献
さ
れ
た
当
地
区
内
の
次
の
福

祉
関
係
団
体
の
方
々
が
、
そ
の
功
績
に
対
し
、
横
浜
市
の
社
会
福
祉
協

議
会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

☆

横
浜
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

・
会
員
（
30
年
以
上
）
本
郷
中
央
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

・
会
員
（
20
年
以
上
）
さ
か
え
福
祉
活
動
ホ
ー
ム

☆

横
浜
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

湘
南
ハ
イ
ツ

ひ
ま
わ
り

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

グ
ル
ー
プ

桂
台

栄区でここ１ヶ月に 2400 万円

の被害が発生しています。


